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漢字の手掛り自由産出課題における産出頻度

筑波大学大学院（博）心理学研究科　原田　悦子

筑波大学心理学系 太田信夫＃1

froductive　frequencies　of　Chinese　characters　on　the　free　production　task．

Etsuko　Harada　and　Nobuo　Ohta　（伽5〃〃θゲPツ6乃olo紗，ση加〃5妙ゲ乃〃肋6α，〃〃α肋305，ノψ伽）

　　Afreereca11studyofChinesecharacterswasdone，andnormativedataofproductionfrequenciesforeach

Chinese　character　were　computed．Two　hundred　twenty　eight　undergraduate　students　were　given　phonetic

presentations　in肋地后α〃αone　at　a　time　as　stimuli，and　were　al1owed　four　minutes　to　produce　as　many　corresponding

Chinese　characters　to　the　reading　as　possible，The　resu1ts　indicated　that　the　number　of　produced　characters　was　a

function　of　time，and　that“joyo　kanji”were　not　a1ways　produced．Factor　analysis　of　production　frequencies，mean

order　of　production，and　other　normative　data　revealed　that　Chinese　characters　possess　two　distinct　properties：

qpa1itative　variabi1ity　and　quantitative　p1entifu1ness．Whi1e　mean　order　of　production　was　determined　only　by

qua1itative　variabi1ity，production　frequencies　were　determined　by　both　factors．

Key　words：Productive　frequencies，Search　of　semant量c　memory，Normative　data

　日本人の認知活動において漢字の果たす役割の重

要性は，広く認められている．また漢字の文字とし

ての特異性も指摘されて久しい．このため，近年は

漢字の情報処理過程をとりあげた実験的な研究が多

く見られるようになった（海保・野村，1983，参照）．

それらの研究の大半は，一漢字の知覚的な特性を中心

としたパタン認識の過程，およびエピソード記憶課

題の記銘材料としての漢字の特性など，提示された

漢字を受身的に処理する過程を研究の対象としてい

る．その他の側面，特に既に獲得されている漢字が

自発的に産出される過程についての研究は少ない．

　この傾向は，人間を対象とした実験的研究のみな

らず，個々の漢字の特性についての計量的データに

ついてもみられる1すなわち，印刷されたテキスト

の申での漢字の使用率などのデータ（例えば国立国

語研究所，1976）や提示された漢字についての評定

値データ（芳賀，1979；海保・犬飼，1982など）は

存在するが，人が自発的に書く場合のデータは，現

在の処では見当らない．そこで本研究では，人が自

発的に『頭の中の辞書』を検索して漢字を書く課題，

すなわち漢字の産出課題での計量的データを得るこ

とを目的とする1

脚　注

＃1本研究の実施にあたって，筑波大学人間学類

　の河村幹恵さん，宮部昭彦さんに大変お世話に

　　なりました．記して感謝いたします．

　漢字産出課題での計量的データには3つの意義が一

あると考えられる．1つは漢字の産出過程の解明へ

の示唆である．産出された漢字の特性を吟味検討す

ることにより，産出過程についての仮説を提出する

ことができる．本論文でもその辞みの1つを報告す
る．

　第2に漢字の記憶表象の解明への示唆が得られる

ことがある．先に『頭の中の辞書』という表現を用

いたが，実際，漢字についての知識も記憶（意味記

憶）の一部であることは間違いない．しかし漢字は

文字であると同時に言葉でもあるので，意味記憶の

中でも特異な存在である．その表象についての研究

は，現在のところはほとんど進んでいない．どのよ

うな漢字がどのような順で産出されるかというデー

タは，表象に関する仮説の構築の手掛りを与えてく

れるであろう．

　上の2つの研究目的は，産出課題以外の種々の認

知課題を使った実験を種々の条件下で積み重ねるこ

とにより，達成されるものである．そういった実験

では厳密な材料統制が必要であるが，そのための規

準データの提出が第3の意義として挙げられる．た

とえば漢字を意味記憶の一部としてとらえなおす

と，漢字を音によって体制化されたカテゴリー，す

なわち音をカテゴリー名，漢字をカテゴリー事例と

みる研究が可能となる．しかし実際に意味記憶研究

の実験パラダイムを漢字研究に適用するためには，
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カテゴリー名詞についての小川（1972）のような規

準表が必要である．本研究はこの第3の意義すなわ

ち規準表の作成を主たる目的として行なわれた．

　漢字の産出課題には，いくつかの形態が考えられ

る．『漢字の書取』のように答が1つに定まる形態

も有りうるが，ここでは1つの手掛りから複数個の

解答を求める手掛り自由再生課題を取り上げる．ま

た漢字を検索する手掛りとして形・音・義の三種類

が考えられるが，ここでは最も日常的と思われる音

を手掛りとした．

　　　　　　　　　方　　法

　被験者　大学生228名．被験者はランダムに2群

に分けられ，異なるデータセットが与えられた．

　材料　漢字の音（おん）として理解される1音節

または2音節の音，20種．これは簡野（1976）によ

り，その音を音読みとして持つ当用漢字が20個以上

40個以下で存在するものを選択した（表1参照）．

20音はランダムに2つの群に分けられ，10音ずつの

2つの手掛りセットが作成された．

　手続き　被験者には10枚綴の小冊子が配布され

た．冊子の各ぺ一ジの上部には，1つの音が手掛り

（刺激）としてカタカナで記され，その下に解答欄

が印刷された．被験者は「上に書いてある音で読め

る一字の漢字を思いつく順に書いていくように」と

教示された．各冊子で手掛り音が提示される順序は

ランダムであった．時問は1音につき4分間が与え

られ，1分ごとに実験者の指示に従って解答用紙に

チェックがなされた．実験は集団で実施され，全所

要時問は50分であった．

10．0

累

積

産

出

個
数5・O

●

●

　　　　　　　　　結果・考察

　産出個数　各音についての一人の被験者が産出し

た個数は表1の通りである．いずれの音についても，

あらかじめ調査されていた当用漢字数の30％から

45％の漢字しか産出されていない．しかも実験によ

り産出された全漢字異なり数747字の内，当用漢字

でない漢字（手掛り音を訓としてもつ漢字を含む）

が273文字（36．5％）を占めているため，この割合

はさらに低くなる．当用漢字は大部分の大学生に

とって既知だと考えられることから，被験者は意味

記憶の中に持っているすべてg漢字を産出している

のではなく，そのごく一部分だけを産出していると

言えよう．

　産出個数の時間的推移　全4分間の産出時問を1

分ごとに分割し，平均累積産出個数を図示したのが

図ユである．これは海保らの先行研究（海保，1978

；海保・佐々木，1984）の結果と同様に（1）式の

○
　　　　。（t）＝12．96（1－6軌4阯〕

O　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　（分）
　　　　　　　産出時間

Fig1　産出漢字個数の時間的推移

指数曲線への当てはまりが良い．

・（t）＝・（∞）・（1一・λt）　・（1）

各音ごとの漸近値n（∞）と指数定数λを表1に示

す＃2．一般に意味記憶からカテゴリー事例を検索

すると，その事例産出個数の時間的推移は指数曲線

を描くといわれる（Indow，T．，1980）．このことか

らも，音を手掛りとした漢字産出課題を，カテゴリー

事例産出課題の一種とみなす見解が支持されよう．

　漢字の産出頻度・産出順位　各音ごとに産出頻度

の高い順に漢字を示したのが附表である．産出頻度

の高い漢字に当用漢字が多い傾向はあるが，すべて

の当用漢字の産出頻度が高いわけではなく，産出頻

度10％以下の当用漢字も存在する（例えば，センで

の浅・践，トウでの討・納，など）．

　産出頻度と共に平均産出順位も算出された．産出

頻度と平均産出順位との間には，一．59（p＜O．01）

の相関があり，産出頻度の高い漢字ほど早期に産出

されやすいことが示唆された．

　漢字の産出頻度・産出順位を決定する要因　ある

漢字は産出されやすく，他の漢字は産出されにくい

というばらつきを考察するために，従来の漢字の計

量的データと産出頻度・産出111頁位の関連性を検討し

＃2　この2変数の算出にあたっそは，静岡大学教

　育学部・弓野憲一氏作成のbasicプログラムを

　利用させていただきました．記して感謝いたし

　ます．



Table．1
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各音についての出現漢字数およぴ棉数曲線へのあてはめ

当用漢字数 出現漢字数 平均産出数 SD n（・。） λ

／1／ 22 40 9．50 3．06 12．4 ．43

／KA／ 33 61 11．71 3．19 1413 ．43

／KA1／ 21 32 9．57 2．88 12．5 ．43

／K1／ 38 58 12．45 3．30 15．5 ．46

／KY0U／ 27 39 9．99 3．15 12．5 ．41

／KE1／ 27 40 10．12 3，37 13．1 ．43

／KEN／ 29 33 11．33 2．88 14．4 ．44

／sA1／ 24 34 10．33 2．88 13．0 ．42

／sY0U／ 22 28 9．68 2．47 12．7 ．43

／sH1N／ 27 35 10．77 3．11 13．4 ．43

／sE1／ 30 39 12．94 2．92 15．7 ．46

／sEN／ 24 37 1O．04 2．77 12．8 、43

／soU／ 30 45 10．27 3．27 12．8 ．41

／cH0U／ 23 31 1O．11 2．68 12．9 143

／TE1／ 21 35 8．64 2．58 11．2 ．38

／T0U／ 36 48 11．24 3．36 14．3 ．43

／HAN／ 20 32 7．99 2．71 1O．8 ．40

／FU／ 21 27 8．19 2．53 11．6 ．41

／B0U／ 21 25 7．76 2．38 10．7 ．40

／Y0U／ 20 28 8．55 2．38 11．4 ．42
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た．検討の対象とする諸測定値の選択にあたっては，

海保・野村（1983）を参照とした．選択された特性

は次の5つである．

　a）画数　簡野（1976）による．

　b）音主率＝（音読出現頻度／総出現頻度）＊100

　C）熟語数　音読の熟語の数（国立国語研究所，

　　　　　　　1976）．

　d）熟知度　『使われている程度』についての4

　　　　　　　段階評定値の平均値．被験者は大学

　　　　　　　生30名（芳賀，1979）．

　e）使用率　国立国語研究所（1976）の調査のべ

　　　　　　　漢字数（991，375文字）に対する当

　　　　　　　該漢字の総出現頻度の割合（パーミ

　　　　　　　ル）．

　これらすべての変数の値が得られた漢字545文字

を対象として，産出頻度・平均産出順位と上記5変

数の主成分分析を行ったところ，2つの主成分が得

られた（説明率37．6％および21．8％）．ヴァリマッ

クス回転後のプロットを図2に示す．この図から，

一10
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．産出頻度

音Iヒ率■

O．5
■熟語数、

●熟知
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1
．

●

一〇．5

産出順位■

＿1　∩

Fig，2

1O

一1．O

●熟知度

l　O

産出頻度・産出順位と他の規準データとの

主成分分析の結果（ヴァリマックス回転後）
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第1主成分は漢字使用の量的側面を示し，第2主成

分は漢字の持つ質的な多様性を示していると解釈さ

れる．使用率や熟知度は，漢字使用の質的多様性に

はほとんど関与していない．また画数が多く，複雑

な漢字ほど使用量が少ないことが示されている．平

均産出順位は漢字使用の量的側面とは関係が薄く，

質的多様性の高い漢字ほど産出される順位が早いこ

とが示されている．これに対して，産出頻度は質的

多様性，量的側面のいずれにも関係が強いと言えよ
う．

　そこで次に，産出頻度・平均産出順位を従属変数

とし，上述の5変数を説明変数とする重回帰分析を

行った．産出頻度については，説明率（R2）が40．9％

であり，音主率・熟知度・熟語数が有意な効果を

もっていることが示された（いずれもp＜．001）．

すなわち，被験者にとって熟知であり，その音で読

まれる割合が高く，熟語の多い漢字が産出されやす

いと言えよう．また平均産出順位を従属変数とする

と，説明率は12．1％と低いが，画数・音主率・熟知

度が有意な要因であった．すなわち，熟知度が高く，

音で読まれる場合が多く，かつ画数の少ない漢字が

より早い時期に産出されとていると言えよう．

　これらの結果から，漢字の産出を決定する要因は，

その漢字がよく使われ，熟知度が高いことばかりで

はなく，その漢字におけるその読み方（音）の優位

性があると考えられる．すなわち同じ音を持つ漢字

の中でも，音の優位性による順序づけが存在し，そ

の順序づけが産出頻度・産出順位の両方に影響を与

えているのであろう．さらに産出頻度については熟

語数の効果が有意であったことから，被験者は方略

として，与えられた音からその音を含むことば（熟

語）を想起し，その熟語から漢字を検索していると

考えられる．このことは被験者の内省報告とも一致

する．また産出順位については，画数が有意な要因

であったことから，書きやすさ，または単純さも関

与しでいるものと思われる．

　　　　　　　　　討　　論

　本研究では，漢字が自発的に産出される場合の計

量的データを得ることを目的として，音を手掛りと

した自由産出課題がとりあげられた．その結果，漢

字の検索はカテゴリー事例の検索と同様に指数曲線

に似た累積曲線を示すこと，大学生にとっては既知

と考えられる当用漢字についても必ずしも産出され

えないこと，漢字の産出過程では漢字のもつ音の優

位性が影響力をもつことが示された．

　本論文の附表は，ある音から産出されやすい漢字

の規準表として利用すること赤できる．これは音を

カテゴリー事例とみなした意味記憶の規準表として

も利用できる1例えば，原田（1984）では意味記憶

の検索抑制実験にこの漢字規準表を利用している．

また，音を手掛り，漢字を記臆1すべき語（TBR語）と

するエピソード記憶課題などにも有用な情報となる

であろう．このように漢字研究にはもっと多様な認

知心理学的なアプローチが可能であり，本研究の結

果はそのようなアプローチの助けとなると思われ
る．

　本研究の問題点として，漢字の検索と産出と

を（便宜的に）同一のものと考えていることが

挙げられる，海保，野村（1983）にも指摘のあ

る通り，漢字を知っていても書けない場合や1

字の漢字の一部分しか書けない場合，ひいては

『指先まで出かかっている』のに書けない現象

などがあり，漢字の内的な検索と産出とが必ず

しも同一ではないことを示唆している．こういっ

た現象は，従来中心であった受身型の漢字検索

実験では解明することができないため，より日

常的な書く場面に近付けた実験研究による解明

が今後望まれる．
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　　　　附表　　漢字産出頻度表

％ イ 力 カ　イ キ キョウ ケ　イ ケ　ン サ　イ シュウ シ　ン

90－10 会192．9〕f 気195．6） 教194．7） 樹92．O〕 刷91．1〕 心193．8〕

木194．7〕

意187．7〕 火180．7〕 解182．3〕 機188．5〕 計185．0） 検183．2〕 剛81．3〕 1．制188．5） 新189．4〕

80－90 削86．0〕 海（81．4〕 維184．1〕 鼎180．5〕 榊82．3〕 iI1185．0）

週181．4〕

剛74．6〕 加（74，6〕 則79．7〕 強（76．1） 警176．1〕 独77．O〕 才（79．5〕 榊79．7〕 一身170．8〕

70－80 異170．2） 同（79．7〕 京（72．6） 険（75．2〕 終175．2）

舳71．7〕 修172．6〕

州64．0〕† 過（69，3〕 開（68．1〕 奇（64．6） 共167．3〕 敬168，1〕 剣（69．9〕 蜘68．8） 収（64．6） j進㈹．9）

・例60．5） 化（66，7） 快（67．3〕 汽（62．8〕 協（62．8） 形（67．3〕 細160．7） 川69．9〕

果165，8〕 階161．9） 記（61．1〕 軽161，1） 深162．8〕

60－70 家（62．3〕 刑160．2〕 馴61．1〕

科（62，3）

下161，4〕

課（58．8〕 怪（53．1〕 危156．6） 境（57．5） 験（59．3） 側58．O〕 州159．3〕 舳58．4〕

50－60 可（54，4〕 馴54．9〕 郷153，1〕 権158．4〕 災151．8〕

器150．4〕 競（51．3〕

位（49．1〕 花（45．6〕 界（46，O〕 帰142．5〕 恐（48．7） 馴46．0〕 火（46．O） 祭148．2〕 秋143．4〕

以（41．2） 蚊（41．2） 紀142．5） 則43．4〕 系142．5） 採148．2〕 則41，6〕

衣（41．2〕 歌141．2） 基（40．7） 狂（40．7〕 歳（47．3）

40－50 i剛45．5）

際（42．9）

莱（42．9〕

剤41．1〕

遺（33．3） 華（39，5） 改（37．2〕 希138．0） 驚（32．7） 径139，8） 研139．8） 裁139．3） 衆137．2〕 針134．5）

偉（3工．6） 価（39．5〕 寄134．5〕 胸（31．0） 景138．1〕 倹（37．2） 済（35．7〕 秀（33．6〕 f■l1133．6〕

30－40・ 違（30．7） 仮（38．6） 起（30．1） 響（30．1〕 傾（35．4〕 懸（33．6） 就132．7〕 蜘31．9）

季（30．1） 恵133．6） 兼131．0） 襲（31．O） 桝30．1〕

慶（31．O〕 件130，1〕

移（28．9） 河（25．4） 懐（26．6） 鬼129．2） 鏡129．2〕 京129．2） 献（23．9〕 載（25．9〕 宗127．4） 浸129．2）

維（28．9） ・香（22，8） 悔（26．6〕 黄（28．3） 供（25．7〕 圭126．6） 嫌123．0） 斉（23．2） 愁121．2〕 侵128．3〕

依（26．3） 壊（24．8） 貴（28．3） 兄（23．O〕 啓（25．7〕 券（21．2〕 振（26．5）

20－30 囲（25．4） 介（24．8〕 規122．1） 況121．2〕 係（24．8〕 憲（20．4〕 辛（24．8）

威（22．8） 皆（23．9〕 樹（20．4〕 凶（21．2） 競122，1〕 診（23．9〕

戒（23．0） 幾（20．4） 慎123．0〕

中（21．2）

・居（19．3） 架（19．3） 械（17．7） 旗（19．5） 橋（18．6） 桂（16．8） 謙119．5） 債（17．0） 執119．5） 一ヒ；l19，5）

緯（17，5） 貨（18．4） 廻（1l．5） 喜（19．5） 狭（18．6） 継（14．2〕 賢（17．7〕 彩（17．0〕 川14．2） 紳（13．3）

委（11．4） 菓（17．5） 騎118．0） 峡（13．3〕 掲114．2） 軒（17．7） 催06．1） 醜（13．3〕

為（10．5） 夏（17．5） 棄（11，5〕 経（12．4） 茎（12．4〕 肩（17．7〕 財（13．4）

1O－20 易（1O．5） 日（12．3） ・着（10．6） 恭（12．4） 鶏（1l．5〕 堅（16．8）

荷（11．4） 亭（10．6） 契（亘1．5） 遣（15．9）

禍（1O．5） 兄（lO．6） 間（ll．5）

暇（1O．5） 顕（1O．6）

慰（8．8） 佳（9．7） 絵（9．7） ・畿19．7） ・香（5．3） 携（4．4） 圏（9．7） 埼（9，8〕 酬（7．1〕 娠（9．7）

・行（7．9） ・鹿（8．8） 塊（3．5） 己（9．7） ・脅（5．3） 境13．5〕 腱（8．O） ・哉17．1） 拾（5．3） 削9．7〕

0－1O ・椅（7．9） ・賀（7．9） 灰（3．5） ・生（8．9） ・叫（5．3） ・蛍（2．7） ・喧17．1〕 砕（6．3） ・蹴14．4〕 ・清（8．9〕

尉（7．9） 甲（6．1） ・街（2．6） 揮（8．0） ・矯11．8） ・頸（1．8） ・鍵（6．2） 切（4．5） ・洲12．7〕 ・辰（8．9〕
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†（）内は産出率（％）を示す。

††・は当用漢字の昔以外の読み方（訓を含む）およぴ漢字を示す。
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％ イ カ カ　イ キ キョウ ケ　イ ケ　ン サ　イ シュウ シ　ン

・斐17．0〕 ・貨16．1〕 ・1帯い、8〕 企18，O〕 何1．8〕 ・1制1．8〕 ・倒O．9〕 制4．5〕 ・祝11．8〕 寝18．9〕

1芋（2．61 例5．31 ・榊1．8〕 ・削7．11 ・僑（1，81 ・榊1．8〕 ・峻10．9〕 ・鷹13．6〕 ・鍬10．9〕 創6．2〕

・’k12，6） 何（5．3〕 ・迎10．9〕 ・城17．1〕 敬〕．8〕 ・測1．8〕 ・刹3．6〕 ・制O．9〕 ・榊5．3〕

・畏12．6〕 ・僻（4，4〕 ・塊10．9〕 ・切16．2〕 例1．8〕 ・卿10．9〕 ・材い．8〕 ・榊0．9〕 側5．3〕

・刎2．6〕 ・勝14．4〕 ・附10．9〕 榊6．2） ・鵬10．9〕 ・舳0．9〕 ・舳0．9） 舟10．9） 馴4．4〕

・硫11．8〕 ・伽〕．4〕 ・捌O．9〕 ・摂15．3〕 ・挟10．9） ・烈O．9〕 ・1刷0．9〕 ・榊3．5〕

・蜘1．8〕 ・舳3，5〕 ・1誠10．9〕 既15，3〕 ・舳0．9〕 ・鶯10．9〕 ・砦10．9〕 肝12．7〕

・州1．8〕 粛13．5〕 ・撮10．9〕 祈15．3〕 ・侠10，9〕 ・1’趾10．9〕 ・側O．9） ・側0．9〕

人11．8〕 ・靴12．6〕 ・舳0．9〕 飢〕．4〕 ・況10．91 ・緕10．9〕 ■制O．9〕

・推い．8〕 ・風ピ2．6〕 ・亀13，5〕 ・脇10．9〕 馴O．9）

舳0．9） ’蜘2．6〕 ・聴（3．5〕

伽0．9〕 嫁（2．6） ・緒13．5〕

0－lO ・」こ（O，9〕 舳1，8〕 忌13．5〕

・榊O．9〕 ・1嚇11．8〕 ・杣（2．71

・代（1．8） ・稀（2．7〕

・欠（1．8〕 ・決12．7〕

・嘩11．8〕 軌（2．7〕

賞11．8） 岐12．7）

・変（1．8〕 帆12．7〕

・剛1．8） ・’t（0．9〕

・稼10．9） ・嬉11．8）

・榊0．9〕 ・姫11．8〕

・刈（0．9〕 棋（1．8〕

・榊0．9） ・酒（O．9）

・蝸｛O．9〕 ・諭10，9〕

・彼（0．9〕 ・嘆（0．9〕

・茄（0．9） ・桔（O．9）

・舳O．9〕

・迦1o．9〕

・狩（0．9）
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％ セ　イ セ　ン ソ　ウ チョウ テ　イ ト　ウ ハ　　ン フ ボ　ウ ヨ　ウ

90－lO 生（97．3〕 先（9911） 長197．3〕 定190，2〕 反196．5〕 不199．1〕 用（96．5〕

性（92．9〕 1馴95．5） 半192．O〕

成（90．2〕

80－g0． 正（84．8〕 線189．4） 相（83．3〕 低1（85．．7） 東｛86．6〕 棒189．4〕 洋181．4）

戦188．5） 馴82．3〕

精（77．7） 千177．O） 想177．2〕 底（79．5〕 判177．0〕 付（77，2〕 防173．5〕 陽179．7〕

70－80 青（76．8） 選173，5） 総（70．2〕 養173．4〕

要（73．4〕

専（69．0〕 町166．9〕 提（66．1〕 頭（63，4〕 班169，9〕 婦166．7） 望169．9〕 榊68，1〕

60－70 洗｛64，6〕 腸164．3〕 投（62．5〕 府163．2〕 亡163．7〕 様167．3）

船（60．2〕 布161．4〕

聖（59．8） 草｛59．7〕 剛59．8） 程（58．9） 当158．（〕〕 飯（54．9〕 夫（56．1〕 坊151．3〕

清（55．4） 早｛58．8〕 丁（58，9） 停（54．5） 塔155．4〕 犯（53．4〕 腐（50．O〕 馴50．4〕

50－60 政（55．4〕 走（52．6〕 張（54．5） 倒｛51．8〕

制153．6〕 劔（51．8） 兆（50．0）

整（50．O） 装（50．O）

製（50．O〕

静150．O）

星（49．1〕 送（46．5） 超（46．4〕 帝（49．1） 闘149．1〕 範（49．6〕 負145．6〕 帽（49．6〕 幼㈹．6〕

声（46．4〕 掃（45．6〕 馴44．6〕 抵（48．2〕 藤（48．2〕 阪（41．6〕 剖44，7） 岬舳5．1〕

40－50 西（43．8〕 馴44．7〕 聴（43．8〕 庭（43．8〕 登（42．9） 溶（42．5〕

微（43．8〕 等（41．1）

帳（42．O〕

勢（37．5〕 潜（34．5） 葬（38．6） 蝶131．3） 弟（35．7〕 機（36．6〕 伴138．9〕 富139．5） 房（35．4） 揚（33．6〕

世く36．6） 泉（34．5） 操（36．8） 挑｛30．4） 貞（33．0） 透135．7〕 繁131．9〕 符｛39．5｝ 忘135．41 葉132．71

誠（33．9〕 銭（32．7） 丁（32．1〕 盗（34．8） 父130．7） 羊（32．7〕

30－40 繊（32．7） 統｛33．O）

仙（31．9） 到（33．O〕

答（32．1）

唐（30．3〕

姓（24．1） 鮮（29．2） 争（28．1〕 鳥（27．7） 体（26．8） 凍128．6） 藩（24．8〕 浮128．1） 傍（29．2〕 妖121．2〕

征（21．4） 宣（26．6） 奏（26．3〕 庁（27．7） 亭（23．2） 冬128．6〕 般120．4） 附127．2） 忙（25．7〕

省（20．5） ・腺（20．4） 壮（25．4〕 潮（25．9〕 呈（23．2〕 島127．7〕 版（20．4） 怖（21．9） 某123．9〕

20－30 染（20．4） 双（25．4〕 頂（25．O〕 堤（22．3〕 党（27．8〕

宗（23．7） 豆（23．2〕

荘（22．8〕 陶（22．3〕

倉（21．1） 燈（21．4〕

牲（15．2〕 扇（17．7） 僧（17．5〕 彫（19．6〕 廷（16．1〕 刀（19，6） 販（17．7〕 譜（19．3〕 謀（15．9） 謡（12．4〕

晴（15．2） 川（15．9） 騒（14．0） 跳（15．2） 偵（14．3） 踏（17．9） 板（16．8〕 挟（16．7〕 貿（14．2） 制10．6）

盛（15．2） ・栓（12．4） 藻（12．3） 懲112．5） 訂（13．4） 灯（17，O） 帆（15．0） 風（14．O） 膨（l1．5〕

1O－20 請（14．3） 占（11．5） 窓（10，5） 銚（10．7） 艇（12．5） 逃（17．0〕 斑（14．2） 胞110．6〕

旋（10．6） 湯（15．2〕 搬（14．2） 紡（1O．6〕

棟（12．5〕 畔（12．4）

・斉（7．1〕 ・撰（9．7） 燥（9，7） 弔（6．3） 締（7．1〕 討（9．8） 汎（6．2） 膚（7．0） 剖（9．7〕 腰（9．7）

・済（4．5） 浅（8．9） 遭（9．7〕 潮（3．6） 悌（6．3） 桃（9．8） 盤（5．3） 賦（2．6） 妨（9．7〕 揺（8．9〕

誓（2．7） 遷（8．0） 巣（8．8〕 寵（1．8） 邸（6．3） 筒（7，1） 坂15，3〕 芙（1．8〕 肪（8．9〕 暢（3．5）

O－10 逝（1．8） 践（8．0） 聡（7．9） 帖（1．8） 綻（2．7） 洞（3．6〕 凡14．4） 舳1．8〕 呆（1．8〕 楊（2．7〕

醒（1．8） ・煎（2．7） ・曹（7．9） 蹄（O．9） 禎（1．8） 騰（3．6） 薬（3．5） 阜11．8） 乏（1．8） 逢（2．7）

井11．8） ・詮（2．7） ・槍（4．4） 釘（0．9） 蹄（1．8〕 道（2．7） 氾12．7） 赴（1．8） 灘10．9） 熔（1．8〕
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％ セ　イ セ　ン ソ　ウ チョウ テ　イ ト　ウ ハ　　ン フ ボ　ウ ヨ　ウ

洗（0．9〕 ・賎1118〕 爽14．4〕 澄10．9） 逓11．8〕 悼12．71 煩（2．7〕 釜（O．9〕 膀10．9） 謡10．9）

・■凄10．9〕 尖11．8〕 喪（4．4〕 張10．9〕 汀10．9〕 斗11．8〕 番11．8〕 府10．9〕 蜘O．9）

O－10 ・憧10．9〕 薦11．8〕 捜14．4〕 挺10．9〕 藤（1．8〕 幡11．8〕 敷10．9〕 捌O．9〕

・棲10．9〕 ・閃（0．9） ・劉3．8） 舳0．9） 痘11．8 返（0．9〕 傭10．9）

・懐10．9〕 ・藤10．9〕 宋13．5〕 滞10．9〕 桐（O，9〕 捌O．9〕 擁10．9〕

・情10．9〕 ・鰻10．9〕 ・繰（3．5〕 匹10．9〕 淘（O．9〕 粋10．9〕 踊（O．9〕

歳10．9〕 一借10．9〕 ・槽（2．6〕 剃O．9〕 逗10．9〕 旛（O．9）

・前1o．9〕 ・創2．6） 榊O．9） 同（0．9〕

銑（0．9〕 ・瀞（1．8〕 砥（0．9〕 縦（O．9〕

・躁（1，8〕 涛10．9〕

・綜11．8） 納10．9〕

・惣11．8〕 騰（O．9〕

崇（O．9〕

・挿10．9〕

・忽10．9）


